




















2年ほど前 に,こ の本の解説を書いて られ
る西村美香氏の研究発表 を聞いたとき,こ の
雑誌の存在 は知ってはいて もどこで,ど うし





の広告印刷物 に対する研究 ・批評 を京都高等
工芸学校(現 京都工芸繊維大学)の 図案科
教授,本 野精吾 ・霜鳥之彦 ・向井寛三郎の3
氏が後援すると言 う形で発足 した。
その当時の印刷物の現物 とそれらのデザイ
ナー ・制作者によるコメン トやその批評 を掲




よんで,そ の当時の印刷物(本 書で はCD-
ROMに収 められた物)を 見ると,往 時の印
刷美術 とい うか,印 刷の技術や広告の考え方
と現代のデザインとの共通点 ・相違点がまこ
とによ く解 る。印刷物は3色 ～9色 のグラビ
ア印刷(1929年わが国に初めて原色グラビア
印刷が紹介された)そ の他で手描 きの原稿が






所で脇 さんが,写 真版が どうも,う まくない
と云ふことを聞 きますけれ ど一 と言 う問い






の厚 さにも言及 し,仕上げの時間を急 ぎす ぎ
るのも悪い出来上が りの原因だ と云 っている






も同じだ ったのだ と思 った。本書 を時代 を追
って読んでい くと本当にその時代の証 と云 う
か,現 実が生 きていて読み物 としても面白 く,
研究書であ り,時代の証人 として生きている。




中生 き残 り発刊をし続けた事 は,脇氏の長い
時間をかけた信頼関係 とその粘 り強い働 きの
おかげであった。他の同様の雑誌 「広告界」




イ トルで(昭 和17年)プレスアル ト51号,グ
ラビア印刷 は油性インキか ら水性インクに変
わ り印刷 を続けることが出来たが,オ フセッ
ト印刷の方は石油ガソリンが配給停止になっ




と言 うことが報告されている。 これに続 くプ
レスアル ト54号(昭和17年4月号)に 日本出












イ.明 朝(清 朝 ・宋朝 ・楷書等を廃す)
ロ.角 ゴジック ・アンチ ック(丸 ゴジッ
クを廃 す)
2.読 者の年齢別組版及び使用活字の制限


















置 き印刷文化の為 と云いなが ら,あ らゆる制
限を設けて美 しさとは関係のない統一 を求め
ている。活字の種類は極端 に少なくな り,素
材を悪 くした活字で もって印刷される羽 目に
陥った。
軍国主義一色 に染まっていた時代にデザイ
ナーは何を考 えていたのか一 それ らのテー
マに対 してもある答えを出して くれているの
か も知れない。宣伝活動,民 衆動員,(ナチ





張を忘れ ることな く制作 して行 くことの大切
さを教えられました。いろいろの年齢の方々
に読んでいただきたい資料だ と思います。時
代の証人のような資料を創 られた脇清吉氏 と
協力者達,そ の資料を今 日まで守ってこられ
た脇 とうほ氏 に感謝する思いです。
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